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秋田県北部におけるリンゴわい性台木の生産性
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prod那tivity oL Apple by USing DifferetLt DvarfiJlg RootstockB

inNortb8rn P8rt Of Akih Profeeturo

M8B8yOShiAsARI，SatOru KoNDO，andYujlTAJuttASttI

（K8ⅢnOもr抽叫Akita Fr山t－Troe E叩riment St8tion）

1　は　し　が　き

秋田県北東部は，十和田火山灰土壌に屈し毎年1m程度

の積雪がある。この地域は県南部に次ぐリンゴ生産地であ

り，リンゴわい化栽培は増加傾向にあろ。

以上の状況をふまえて，場内は場においてリンゴわい性

台木の生産性を検討したので報告する。

2　眈　験　方　法

1977年4月に定価した供試樹について，台木・品種・栽

鴨距離別に幹周，樹高，開張，項芽数は3～4月に，収量

果実品質は各品種の収穫日に調査した。

（1）供託台木及び栽値距離

M27：4×2m，1・5m，l仇（1983年ニ8年生）

M9‥4X2m，1－5爪，1m（1983年：＄年生）

M26‥4×3m，2m，LSm（19＄3年：8年生）

MMlO6：6×3m（1983年：7～10年生　麦3参照）

（2）供試品種

つがる，スターキング・デリシャス，ジョナゴールド

王杯，ふじ

3　紋験結果及び考察

（1）M27台木

幹周，樹高，開張は増加模向にあるが，全般に増加量は

小さく経過した。樹体はふじで最も大きく，他の品種はそ

れよりやや小さい傾向にあった（表1，2）。

表1樹高（1983年）

．、′，椰三諒‾‾計木‾箋竺竺一芸12も　頂而
4X24×l＿5　4xl　4X24xl・54X14X3　4X24xl・58Xjm

っがる1＿89　2．231．79　2・73　3・■6　313107　3－69　3177　3・50

キングl－9日189　2・012・6■　2－94　246333　川4・305・Ol

；－宗1931r84l・87　2・803r28　265262　3003・lb4・22
亡　杯　2021－97　2・05　2・72　281281325　日1367　4・17

ふ　じ　216　217　2・04　2・93　279　313　3－27　3－55　363　377

嘉2　開張（1983年）
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4X2　4xl，5　4Xl 4X2　4xl．5　4Xl　いり

っがる　0．791．07　0・79188180167　259　2・58　2311・納

言乙；・0・970・8910日・731950・902812・822594・67

；二言1・010・800・912・072021■411・802・241・44　3－34

王　林　0．75　0．76　0・851・571・281－431・89　2・131・93　3・15

ふ　じ1691421201－931701－ 88　2．75　2．88 272　3＿18

10．換算収量は栽簡本数が多い区ほど高い傾向にあった0

1982年についてみろと，つがろ113～575枚　スターキン

グ・デリシャス175～225枚ジョナゴールド550～900枚

王林501～1．125毎．ふじ625～775毎と栽他距離によって

幅があった（表3）。

表3　M27，M9の108換算収量（昭／108）
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209．01，125．0　266．5

775．0　10．5　86．8　412．5

ふ　じ　4×1．5131．9　734・8195・7　481・61，0688
55．01，300．0

4X2　165．8

4X1　74．5　625．0　71．0

注．M27台木は1981～1982年の2か年調査したo

M27台木は，栽細距離4Xlm（250本／108）でも栽培

可能であるが，収量が極めて低いことから経済栽培には適

さないと思われた。

（2）M9台木

幹周，樹高は増加傾向にあるが，開張は本年度枝の切詰

めを行ったことにより減少していろ。樹体の大きさは，ス

ターキング・デリシャス，ジョナゴールドの栽情距離4X

lm区で劣る傾向にあった（表1，2）。
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108換算収量は，つがる，王林，ふじで栽龍本数が多い

区はど高くなっているが，スターキング・デリシャス．ジョ

ナゴールドで明らかな傾向は認められなかった。1982年は，

つがる700～1，200毎，スターキング・デリシャス350～575吻

ジョナゴールド1．100～2，28帥，，王林825～2－350吻ふじ

413～1．300物と栽値距離によって幅があった（表3）。

M9台木は，樹齢8年生で栽簡距離4×1．5m（167本／

108）が最適と思われた。なお，王林については栽鴨鹿組

4xlm（250本／108）でも可能と患われた。

（3）M26台木

幹周，樹高は増加傾向にあるが，つがろの栽鴨距離4×

3m区の樹高で，主幹の延長枝の切詰めによって減少が見

られた。開張は一定ないし減少傾向にあり，これは枝の切

詰めによるものであろ。樹体の大きさは，栽値距絶間に明

らかな傾向が認められなかった（表1．2）。

108換算収量は，つがる，スターキング・デリシャスで栽

憤本数が多い区はど高くなっていろ。ジョナゴールド，王杯

でも栽Ⅶ本数が多い区はど高い傾向にあったが，年次変動

が見られた。ふじでは栽値距離4×1．5m区で年次変動が見

られたほかは増加憤向にあった。1982年は，つがろ1，469～

2．455吻　スターキング・デリシャス1，950～2．672吻　ジョナ

ゴールド714～3．056枚王林1，560～3，075玖ふじ1，420

～2．017毎と栽他距離によって幅があった（表4）。

表4　M26の108換算収量（吻／108）

品　種　栽讐芳離
別

1980　　　1981

4×3　　163．8　　　659．5
つ　　が　　る　4×2　　　204．11，226．5

4Xl．5　　352．5　1，432．2

4×3　　　312．7　　　366．7
スターキング　4×2　　　279．5　　179，5

4×1．5　　277．2　1，117，2

4X3　　　756．1　1．201．8

ジョナゴールド　4×2　1，045．0

4×1．5　2，589．2

4×3　1．013．1

王　　　　　杯　4×2　1，083．0
4×1．5　　　973，6
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M26台木は，樹齢8年生で栽鴨距離4×2m（125本／

108）が最適と思われた。

（4）MMlO6台木

幹周，樹高，開張は増加傾向にあり，増加量は比較的大

きくなっていろ（表1，2）。

108換算収量は未結果樹であるつがるを除き，いずれの

品種も増加傾向にあり，1982年はスターキング・デリシャス

1，047吻　ジョナゴールド252枚　王林207枚　ふじ143毎

であった。

表5　MMl06の108換算収立（毎／108）

年　　度　　別　　備　考

1980　198119821983年樹齢

つ　　が　　る　6X3

スターキング　　〝

ジョナゴールド　　′′

王　　　　杯　〝

j、　　　　　じ　　′／

0　　　04　　0　　　7年生
84　14841，047．2　10〝

5．6　176．4　252．0　　7〝

19．6　12も．0　207．2　　7〝

84　14．0　142．8　　8〝

（5）果実品質

各台木別に果実品質をみると，糖度，リンゴ酸含量はM

26台木でやや高い値を示したが，そのはかは明らかな傾向

が認められなかった（データ省略）。

4　ま　　　と　　　め

わい性台木は，地上部台木長が長いほど樹勢が弱りやす

い傾向にあり，接木部位は樽品種から白根がでない程度に

低くした方が良いと思われた。特に，M27．M9，M26台

木では，樹勢は常に強めにしておくことが大切であろ。

また，着果数が多すぎると次年度樹勢が急に弱くなる傾

向にあるので，着果数の決定には樹により十分注意する必

要がある。新梢など枝の伸びや葉色が極めて悪い場合は，

思いきって全構果し樹勢の回復に努めるようにする。

わい性台木は，側枝が小さいほど樹高が高くなり，樹体

のバランスも良いと患われた。これは隣接樹との交差によ

る無理な枝の切詰めも少なくてすみ，結果枝を有効に使え

ろことになる。なお，わい性台木の場合，多少の枝の交差

は樹体の生育，収量，果実品質に影響しないと患われた。




